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次
の
世
代
へ
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

富
士
市
長

金
指

祐
樹

昭
和

年

月

日
に
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
本
市
が
「
核
兵
器
廃

絶
平
和
宣
言
都
市
」
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
て
か
ら
、

年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
市
民
の
皆
様
の
強
い
願
い
と
市
議

会
の
意
思
を
礎
と
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
と
恒
久
平
和
へ
の
思

い
を
国
内
外
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宣
言
か
ら

年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
世
界
に
は
依
然
と
し
て
多
数
の

核
兵
器
が
存
在
し
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
り
、
核
リ
ス
ク
は
む
し

ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
世
代
が
減
少
す
る
中
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を

正
し
く
理
解
し
、
そ
の
記
憶
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
本
市
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

周
年
を
記
念
し
、
こ
れ
ま

で
の
本
市
の
平
和
推
進
の
歩
み
や
市
民
の
皆
様
と
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
、

そ
し
て
地
域
に
残
る
戦
争
の
記
録
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
記
録
が
、
大
勢
の
目
に
と
ま
り
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
契
機
と
な
り
、
次
の
世
代
へ
と
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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2

こ
の
富
士
の
地
か
ら

核
兵
器
廃
絶
平
和
富
士
市
民
の
会

小
長
谷

保

昭
和

年

月

日
に
、
富
士
市
は
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し

ま
し
た
。
こ
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
の
は
こ
れ
を
求
め
る
市
民
運
動
の
盛
り

上
が
り
の
結
果
で
し
た
。
平
和
都
市
宣
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
以
降
富
土
市
に
お
い
て
も
、
周
年
行
事
や
ミ
ニ
ミ
ニ
原
爆
展
、
被
爆
樹

木
の
植
樹
、

周
年
ご
と
の
記
念
誌
の
発
行
な
ど
様
々
な
平
和
活
動
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
平
和
富
士
市
民
の
会
も
こ
の
宣
言
を
契

機
に
発
足
し
、
平
和
の
た
め
の
富
士
戦
争
展
な
ど
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
当
時
を
思
い
起
こ
す
と
、
宣
言
を
求
め

る
市
民
運
動
や
そ
の
後
の
市
民
に
よ
る
平
和
活
動
を
推
進
し
、
そ
の
中
核

を
担
っ
て
き
た
人
た
ち
は
、
前
の
太
平
洋
戦
争
を
経
験
し
て
き
た
方
々
で

し
た
。

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
亡
く
な
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
故
人
の
思
い
を
胸

に
刻
ん
で
運
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

周
年
を
迎
え
る
中
、
今
の
世
界
及
び
日

本
の
平
和
を
考
え
る
と
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
憂
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
と
り
わ
け
こ
の

年
を
み
る
と
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
に
お
い
て
は
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
大
量
導
入
、

政
府
高
官
の
核
兵
器
保
有
容
認
の
発
言
な
ど
そ
の
様
相
は
急
に
変
化
し
て

い
ま
す
。

改
め
て

年
前
の
平
和
都
市
宜
言
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
平
和
都
市

宣
言
が
描
く
日
本
の
社
会
と
、
現
在
日
本
の
社
会
の
違
い
に
唖
然
と
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
の
中
で
も
平
和
運

動
を
推
進
し
て
き
た
故
人
に
思
い
を
寄
せ
つ
つ
、
こ
の
富
士
の
地
か
ら
平

和
を
叫
び
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 代

表
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周
年
を
迎
え
て

富
士
市
議
会

笠
井

浩

本
市
が
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
国
内
外
に
表
明
し
て
か
ら
、

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
「
戦
争
の
惨
禍
を
な
く
し
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
人
類
の
願
い
で
あ
り
、
世
界
で
初
め
て
の
被
爆

体
験
を
持
つ
日
本
国
民
の
悲
願
で
あ
る
」
と
し
て
、
市
民
な
ら
び
に
市
議

会
の
意
思
を
踏
ま
え
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

国
際
社
会
で
は
今
も
な
お
武
力
紛
争
等
に
よ
り
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
核
兵
器
廃
絶
運
動
の
背
景
に
は
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
、

そ
し
て
本
県
焼
津
漁
港
の
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
被

爆
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
被
爆
者
や
ご
遺
族
の
歩
ん
で
来
ら
れ
た
辛
く
苦
し

い
道
の
り
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
核
兵
器
の
犠
牲
者
を
二
度
と
出
す
こ
と
の

な
い
よ
う
「
核
な
き
世
界
」
の
早
期
実
現
を
強
く
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
、
戦
後

年
・
被
爆

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
れ
ま
で
大
戦
の
教
訓
を
胸
に
、
不
断
の
努
力
に
よ
り
平
和
で
豊
か
な

社
会
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核

兵
器
廃
絶
に
ど
の
国
よ
り
も
強
く
、
そ
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
の
発
行
が
、
さ
ら
な
る
平
和
活
動
推
進
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

議
長

4040

80

80
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核兵器廃絶平和宣言都市のあゆみ
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核兵器廃絶平和都市宣言

戦争の惨禍をなくし 世界の恒久平和を実現

することは 全人類の願いであり 世界で初め

ての被爆体験を持つ日本国民の悲願である

しかしながら 核軍備拡大競争は 依然とし

て進み 平和に対する 深刻な脅威と 戦争の

危険は後退していない

富士市は 平和憲法のもとで 平和で明るい

生活を享受するため 市民憲章を制定し 市民

の行動原理として培ってきている

富士市民は 戦争をなくし 真の平和を実現

するための努力を明らかにし 富士山のように

広く 美しく 高く たくましく 正しく生きる

ことを悠久の理想として 非核三原則を遵守し

すべての核兵器の廃絶を求めることを市民の

総意とする平和都市を ここに宣言する

昭和60年11月19日

富 士 市
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第一部 戦争遺跡
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１富士飛行場

し
か
し
、
南
太
平
洋
上
で
の
米
軍

と
の
激
し
い
戦
闘
で
多
く
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
戦
死
し
た
こ
と
か
ら
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
養
成
訓
練
の
た
め
、
全
国

各
地
で
飛
行
場
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
飛
行
場
も
そ
の
１
つ
で
す
。

磐
田
市
の
天
竜
飛
行
場
と
兄
弟
飛
行

場
で
、
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
っ
た
明

野
陸
軍
飛
行
学
校
の
戦
闘
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
一
翼
を
担
い
ま

し
た
。

飛
行
場
の
建
設

１
９
４
４
年
２
月
、
陸
軍
航
空
本

部
か
ら
「
５
月
末
ま
で
に
家
屋
移
転

の
完
了
、
９
月
に
は
一
番
機
が
飛
べ

る
よ
う
に
飛
行
場
を
造
成
す
る
こ

と
」
と
い
う
飛
行
場
設
置
の
命
令
が

下
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
地
元
で
あ
る
富
士
町
役
場

と
田
子
浦
村
役
場
は
、
関
係
者
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
は

と
て
も
反
対
を
言
え
る
雰
囲
気
で
は

な
く
、
出
席
し
た
関
係
者
は
や
む
な

く
了
解
し
、
大
わ
ら
わ
で
建
設
準
備

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

9

97式戦闘機

富
士
飛
行
場
は
、
陸
軍
の
飛
行
場

と
し
て
１
９
４
４
年
９
月

日
に
開

設
。
翌
１
９
４
５
年
８
月
の
敗
戦
ま

で
、
１
年
足
ら
ず
し
か
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

西
は
富
士
川
左
岸
河
口
部
、
南
は

田
子
浦
海
岸
に
面
し
、
地
図
で
見
る

と
、
こ
こ
だ
け
が
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
整
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

富
士
飛
行
場
の
設
置
目
的

１
９
４
１
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
、
航
空
兵
力

の
存
在
が
大
き
く
な
り
、
飛
行
機
の

増
産
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
が
重
視

さ
れ
ま
し
た
。

（明野教導飛行師団富士分飛行場）
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家
屋
の
移
転

ち
ょ
う
ど
田
植
え
の
時
期
と
も
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
町
村
か
ら
勤

労
動
員
の
応
援
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
深
刻
な
物
不
足
の
時
期
で

あ
っ
た
た
め
、
瓦
や
杉
皮
、
羽
目
板
、

柱
を
丁
寧
に
壊
し
、
リ
ヤ
カ
ー
や
大

八
車
で
運
搬
し
ま
し
た
。
役
場
は
電

気
、
水
道
、
道
路
の
整
備
の
支
援
に

力
を
入
れ
、
苦
労
の
末
、
な
ん
と
か

期
日
で
あ
る
１
９
４
４
年
の
５
月
末

に
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

飛
行
場
の
造
成
工
事

徴
用
工
や
朝
鮮
人
労
働
者
の
労
働

力
で
は
と
て
も
追
い
つ
か
な
か
っ
た

た
め
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
熊
谷
組

は
、
富
士
郡
下

町
村
か
ら
各
中
学

校
、
農
学
校
の
生
徒
た
ち
を
含
む
、

万
を
超
え
る
勤
労
動
員
を
行
い
、
木

の
根
堀
り
や
地
な
ら
し
を
進
め
ま
し

た
。さ

ら
に
、
中
国
か
ら
強
制
連
行
し

た
労
務
者
５
０
４
人
に
も
従
事
さ
せ
、

過
酷
な
労
働
と
栄
養
失
調
、
伝
染
病

な
ど
に
よ
り
、

人
が
死
亡
し
ま
し

た
。

旧富士町

森島 ４２戸

宮下 ２８戸

旧田子浦村

上五貫島 ８５戸

下五貫島 ７５戸

移転戸数（計２３０戸）

10

中国人強制連行とは

1942年、東条内閣は、若者を戦場に送り
出した後の労働力不足を補うため、「華人
労務者内地移入ニ関スル件」を閣議決定し、
中国から日本の135事業所へ約4万人弱の労
務者を強制連行し、重労働の鉱山作業や炭
鉱作業のほか、飛行場建設作業に従事させ
ました。

旧富士町、旧田子浦村
1.日東紡績(株)敷地 2.王子製紙(株)敷地
3.水無 4.川向 5.その他

移転先

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑

戦
後
、
１
９
４
８
年
に
熊
谷
組
が

中
丸
区
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

側
面
に
死
亡
者
氏
名
が
刻
印
さ
れ
て

い
ま
す
。
続
い
て
１
９
９
０
年
に
副

碑
が
建
立
さ
れ
、
中
国
人
強
制
連
行

と
戦
後
、
１
９
５
４
年
に
行
わ
れ
た

遺
骨
の
中
国
返
還
の
経
緯
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
に
、
地
元
田
子
浦
地
区

の
中
丸
区
と
、
日
中
友
好
協
会
に
よ

る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

燃
料
庫
の
地
下
壕

飛
行
場
と
し
て
の
建
物
や
、
掩
体

壕
な
ど
の
構
造
物
は
な
く
、
唯
一
富

士
川
左
岸
の
岩
本
山
麓
に
飛
行
場
の

燃
料
庫
と
し
て
利
用
し
た
地
下
壕
が

あ
り
ま
す
。

中国人殉難者慰霊碑

地下壕入口

副碑

地下壕内部燃料を運び込む様子

※地下壕は私有地のため、立ち入り禁止です。

No.

３

No.

２

1752



戦
後
の
開
拓
で
緑
の
田
畑
に

敗
戦
後
、
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
か

ら
残
務
整
理
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

飛
行
機
と
武
器
を
米
軍
に
引
き
渡
し
、

１
９
４
５
年

月
末
に
飛
行
場
は
役

目
を
終
え
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
の
た
め
、
す
ぐ

飛
行
場
跡
地
で
耕
作
が
始
ま
り
ま
し

た
。
１
９
４
６
年
８
月
に
富
士
開
拓

農
業
協
同
組
合
が
結
成
さ
れ
、
国
庫

補
助
事
業
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
一
度
飛
行
場
と
し
て
固
め

た
土
砂
を
、
地
元
住
民
た
ち
が
手
作

業
で
取
り
除
き
、
道
路
や
水
路
の
建

設
を
進
め
、

年
も
の
年
月
を
経
て
、

元
の
緑
の
田
畑
を
よ
み
が
え
ら
せ
た

の
で
す
。

ま
た
、
農
地
解
放
も
あ
っ
て
小
作

者
を
中
心
に
一
反
歩
を
基
本
に
土
地

を
配
分
し
た
の
で
、
碁
盤
の
目
の
よ

う
な
街
並
み
に
な
っ
て
い
て
、
飛
行

場
跡
地
と
い
う
の
が
地
図
上
か
ら
分

か
り
ま
す
。
元
軍
人
が
開
墾
し
た
土

地
も
一
部
あ
り
、
「
靖
国
」
と
い
う

地
名
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

開
拓
記
念
碑

碑
文
に
は
、
富
士
飛
行
場
に
提
供

し
た
土
地
や
建
物
の
状
況
、
戦
後
開

拓
組
合
結
成
、
開
拓
の
経
緯
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

証言生き残った特攻隊員の思い 片山啓二（特操二期生）

本を持つ身で操縦桿を握った学徒たちは何を思案しつつ、特別攻
撃隊に身を投じていったのでしょうか。生粋の軍人ではなく、学
究の徒としての自分の人生の可能性がこの攻撃によって完全に失
われることに強い憤りを持ちながらも、一方では国家存亡のとき
にあたり、このような戦法以外に戦う場はないのかと最後まで悩
みながら押し寄せる米軍に対し、肉親や愛する人と祖国の山河を
守るために誰かがやらねばならぬなら自分がやろうと青春をかけ
て対決して行ったものと思われてなりません。

開拓記念碑

11

パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
訓
練
と

沖
縄
戦
特
攻
隊

明
野
陸
軍
教
導
飛
行
隊
で
編
成
さ

れ
た
特
攻
隊
の
う
ち
４
隊
（
１
４
１

か
ら
１
４
４
ま
で
の
振
武
隊
）

人

が
、
富
士
飛
行
場
で
特
攻
隊
の
訓
練

を
実
施
。
沖
縄
戦
へ
の
出
撃
命
令
を

受
け
、
１
４
１
・
１
４
３
・
１
４
４

の
３
隊
が
万
世
飛
行
場(

鹿
児
島
県)

へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

特攻隊とは

特別攻撃隊の略で、アジア・太
平洋戦争末期、日本軍が戦局の悪
化を挽回するために採用した、航
空機に爆弾を抱えた体当たり攻撃
隊のこと。

富士飛行場での訓練生のうち、
沖縄戦へ出撃した5人が戦死。残
りは本土決戦待機特攻隊に編成さ
れました。

第一期訓練

1944(昭和19)年9月から12月にかけて、陸
軍士官学校57期、航空転科の72人、戦闘
規範による教科と九七式戦闘機での飛行訓
練を実施。

第二期訓練

翌1945(昭和20)年1月から3月にかけて、
学徒出陣による特別操縦見習士官74人と
召集尉官29人が訓練を実施。
この訓練後に福田場長からの特攻隊志願の
要請を受け、熱望した6人に沖縄戦への出
撃命令が下された。

特攻隊訓練
特攻隊訓練を1945(昭和20)年5月から6月
にかけて実施。

特攻死した富士飛行場での訓練生

1945(昭和20)年
6月8日

141振武隊 長井隊長機と平原機

144振武隊 中島隊長機と岡田機

1945(昭和20)年
6月11日

144振武隊 薄井機

No.

１

10

10

24



２富士にもあった空襲

米
軍
機
は
富
士
山
を
目
標
に
し
て
、

東
の
東
京
方
面
、
西
の
名
古
屋
・
大

阪
方
面
へ
と
飛
来
す
る
の
で
、
富
士

で
は
連
日
の
よ
う
に
警
戒
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

大
淵
村
森
林
組
合
日
誌
（
１
９
４

４
年
６
月
～
１
９
４
５
年
８
月
）
に

よ
る
と
、
１
９
４
５
年
４
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
多
く
の
警
戒
警
報
・
空

襲
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

爆
弾
投
下
で
破
壊
さ
れ
た

神
明
宮
鳥
居

１
９
４
５
年
に
入
る
と
、
太
平
洋

の
グ
ア
ム
島
、
テ
ニ
ア
ン
島
、
サ
イ

パ
ン
島
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
か
ら
連

日
Ｂ

編
隊
に
よ
る
全
国
各
地
へ
の

空
襲
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

３
月

日
の
東
京
大
空
襲
を
は
じ

め
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
県

内
で
は
、
浜
松
、
静
岡
、
清
水
、
沼

津
の
市
街
地
の
大
半
が
空
襲
で
焼
失

し
ま
し
た
。

次
は
富
士
町
、
吉
原
町
も
狙
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
、
建
物
の
強
制
疎
開

で
延
焼
を
防
ぐ
取
組
も
始
ま
り
ま
し

た
。

神明宮鳥居の残骸

吉原東町防空日誌

警戒警報・空襲警報の回数

1944年11月5日 敵機来襲被弾１人金刺らく右腕切断ス（富士町役場日誌から）

1945年4月9日
敵機一機飛来、中桁へ投弾。古谷宅家屋全壊、５人死亡。
神明宮鳥居倒壊、その他重傷３人、軽傷２人、家屋被害30か所に及ぶ。
中桁、片宿、長沢等へ投弾9か所（吉原東町防空日誌から）

1945年7月25日
小型機約15機来襲。元吉原、大昭和、富士飛行場、蒲原軽金属方面、機銃掃射及び
小型爆弾、攻撃を受け、軽金属火災発生（富士市消防史から）

1945年7月30日
富士飛行場をはじめとし、大・小編隊、間断なく来襲、P51小型機十数機来襲。
日産、東芝、大昭和鈴川工場、富士飛行場、田子浦小須海岸通り部落に機銃掃射。
爆弾投下被害相当のものあり（富士市消防史から）

富士市の空襲被害

12

（伝法 中桁）

No.

４

29
10



３大芝裁縫女学校跡記念碑

大
芝
裁
縫
女
学
校
は
な
ぜ

廃
校
と
な
っ
た
の
か

１
９
４
３
年
の
学
園
閉
鎖
を
報
道

す
る
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
「
長
引

く
戦
争
で
多
く
の
兵
士
が
農
村
や
工

場
か
ら
戦
地
へ
送
ら
れ
、
そ
れ
に

伴
っ
て
労
働
者
の
不
足
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
学
生

や
生
徒
を
勤
労
奉
仕
勤
労
動
員
で
補

充
し
た
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

閉
鎖
さ
れ
た
各
種
学
校
の
生
徒
は
、

軍
需
工
場
へ
送
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
は
、
大
芝
裁
縫
女
学
校
な

ど
を
は
じ
め
、
県
下
各
地
の
裁
縫
女

学
校
な
ど
の
廃
校
を
決
め
ま
し
た
。

当
時
の
高
等
女
学
校
に
は
、
限
ら

れ
た
有
力
者
の
子
弟
の
み
進
学
し
て

い
ま
し
た
。
残
り
の
大
多
数
の
女
子

に
と
っ
て
、
こ
の
大
芝
裁
縫
女
学
校

は
裁
縫
だ
け
で
な
く
、
一
般
教
養
と

し
て
、
国
語
・
算
数
・
家
事
・
作
法

な
ど
の
教
育
を
受
け
る
場
と
し
て
い

て
、
女
性
の
自
覚
、
社
会
的
地
位
向

上
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。

学
生
は
、
山
梨
県
身
延
方
面
や
沼

津
、
賀
茂
郡
か
ら
も
広
く
通
学
し
て

い
て
、
大
正
時
代
の
創
立
以
来
、
３

千
人
以
上
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

郷
土
に
貢
献
し
た
学
校
で
し
た
。

学
校
長
は
学
校
の
存
続
を
願
い
、

地
元
軍
需
工
場
と
の
連
携
を
計
画
し

ま
し
た
が
、
県
の
強
い
指
示
で
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
１
９
４
４
年
６
月

に
繰
り
上
げ
て
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

６
月

日
に
は
軍
需
工
場
凸
版
印
刷

会
社
へ
、
女
子
挺
身
隊
と
し
て
全
員

が
送
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
校
舎
は
県
の
日
本
鋼
管
清

水
ド
ッ
ク
工
員
宿
舎
へ
転
用
と
い
う

指
示
に
よ
り
、
解
体
後
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

戦
後
、
１
９
８
７
年
に
同
校
卒
業

生
有
志
に
よ
り
、
渡
辺
彦
太
郎
書
に

よ
る
記
念
碑
が
同
校
敷
地
跡
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
芝
裁
縫
女
学
校
廃
校
の
歴

史
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
、
国
家
総

動
員
法
の
も
と
、
人
（
生
徒
）
も
、

物
（
校
舎
）
も
総
動
員
し
た
一
つ
の

事
例
で
も
あ
り
ま
し
た
。

13

当時の外観

大芝裁縫女学校跡地
記念碑

授業風景

（水戸島）

No.

５

29



本
土
決
戦
防
衛
陣
地

（
高
射
砲
陣
地
）
づ
く
り

１
９
４
５
年
１
月
、
決
戦
非
常
措

置
要
綱
が
示
さ
れ
、
一
億
総
特
攻
、

一
億
総
玉
砕
の
か
け
声
と
と
も
に
、

本
土
防
衛
の
陣
地
づ
く
り
が
本
格
化

し
ま
し
た
。

富
士
地
域
で
は
、
米
軍
が
駿
河
湾

に
上
陸
し
、
富
士
川
沿
い
に
北
上
す

る
と
の
想
定
の
も
と
、
富
士
川
右
岸

愛
宕
山
に
高
射
砲
陣
地
を
構
築
し
、

山
腹
か
ら
攻
撃
す
る
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
年
４
月
か
ら
、
高
崎
歩
兵
連
隊

約
１
千
人
が
、
旧
富
士
町
、
旧
岩
松

村
、
旧
富
士
川
町
、
旧
松
野
村
の
国

民
学
校
や
寺
院
に
分
宿
し
、
昼
夜
兼

行
で
シ
ャ
ベ
ル
や
つ
る
は
し
な
ど
、

手
掘
り
で

か
所
、
最
長

メ
ー
ト

ル
余
り
の
地
下
壕
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
軍
隊
の
駐
屯
で
、
各
国
民
学

校
は
二
部
授
業
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
軍
へ
の
協
力
で
、
馬
の
干
草

の
提
供
、
富
士
川
か
ら
山
頂
へ
の
砂

利
運
搬
、
炊
事
場
や
風
呂
の
提
供
、

婦
人
会
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
慰
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４愛宕山平和祈念之碑

と
こ
ろ
が
７
月
に
入
る
と
、
米
軍

上
陸
は
関
東
鹿
島
灘
方
面
と
の
予
測

に
な
り
、
作
業
は
突
然
中
止
さ
れ
、

部
隊
は
茨
城
県
方
面
へ
移
動
と
な
り

ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
戦
後

年
を
記
念

し
、
旧
富
士
川
町
役
場
が
愛
宕
山
山

頂
に
「
平
和
祈
念
之
碑
」
を
建
立
し

ま
し
た
。

愛
宕
山
の
地
下
壕

１
９
８
６
年
、
旧
富
士
川
町
役
場

が
、
地
下
壕
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
記
録
が
富
士
市
の
建
設
総

務
課
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
は
、
崩
落
の
危
険
が
あ
り
、

入
口
に
は
柵
が
設
置
さ
れ
、
中
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地下壕入口地下壕内部

平和祈念之碑

14

（旧富士川町 室野）
No.

６

80

11

50



１
９
４
３
年
３
月
、
富
士
郡
上
井

出
村
に
あ
っ
た
陸
軍
少
年
戦
車
兵
学

校
の
少
年
戦
車
兵
第
二
中
隊
１
６
０

人
が
、
夜
間
訓
練
の
た
め
、
御
殿
場

演
習
場
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

神
戸
橋
付
近
で
、
１
台
の
戦
車
が

進
行
方
向
を
誤
り
、
滝
川
の

メ
ー

ト
ル
下
の
谷
底
へ
転
落
し
ま
し
た
。

乗
車
し
て
い
た
４
人
の
少
年
兵
の

う
ち
、
大
地
好
道
少
年
兵
（
広
島
県

三
原
市
出
身
。
当
時

歳
）
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

地
域
の
人
が
総
出
の
作
業
で
、
ほ

か
の
３
人
は
軽
傷
で
助
か
り
ま
し
た
。

当
時
の
道
路
は
狭
い
砂
利
の
馬
車

道
で
し
た
。
前
を
行
く
戦
車
に
よ
る

砂
ぼ
こ
り
と
、
道
路
の
急
カ
ー
ブ
、

路
肩
の
軟
弱
が
重
な
り
事
故
と
な
り

ま
し
た
。

慰
霊
碑
の
建
立

同
年

月
に
慰
霊
の
碑
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
碑
文
に
は
、
亡
く
な
っ

た
大
地
さ
ん
の
歌
、
「
霊
峰
の
富
嶽

の
も
と
で

大
君
の
盾
た
る

戦
技

今
日
も
磨
か
ん
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

５少年戦車兵慰霊碑

少年兵とは

普通、兵士は20歳の徴兵検査で
入隊するものでしたが、少年兵は、
小学校高等科卒業後15歳で志願し、
訓練生となる制度でした。戦車兵、
飛行兵、通信兵など、各種ありま
した。

慰霊碑

15

（神戸）
No.

７

12

18

11



戦
時
中
、
須
津
村
で
忠
霊
顕
彰
会

が
設
立
さ
れ
、
軍
人
墓
地
建
設
工
事

が
遺
族
の
協
力
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
完
成
を
見
な
い
ま
ま
終
戦

と
な
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
、
地
元
仏
教
会
を

先
頭
に
行
っ
た
募
金
活
動
を
機
に
、

復
員
軍
人
、
企
業
、
須
津
村
の
協
力

で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
遺
族
会
の
感

謝
を
記
す
「
霊
域
之
碑
」
も
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

建
立
当
初
は
須
津
中
学
校
北
側
に

あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
の
体
育
館

建
設
、
さ
ら
に
は
東
名
高
速
道
路
の

建
設
の
２
度
の
工
事
を
経
て
現
在
の

地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
の
寺
院
や
共
同
墓
地
に
建
立

さ
れ
て
い
る
墓
碑
や
忠
霊
碑
は
、
兵

士
の
階
級
や
財
力
に
よ
っ
て
大
小

様
々
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は

２
２
４
の
柱
が
同
じ
形
で
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

慰
霊
祭

慰
霊
祭
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

遺
族
の
高
齢
化
が
進
み
、
現
在
は

須
津
地
区
の
町
内
会
連
合
会
が
、
若

い
人
た
ち
へ
二
度
と
戦
争
の
な
い
平

和
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
９
月
の

お
彼
岸
中
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

６須津の軍人墓地

霊域之碑 ２２４柱の墓碑
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（神谷）
No.

８



須
津
村
役
場
公
文
書
「
回
収
並
供

出
書
類
」
綴
の
内
容
を
調
べ
る
中
で
、

「
金
属
回
収
」
の
国
民
運
動
・
展
開

に
つ
い
て
分
か
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
開
始
ま

で
、
日
本
は
軍
需
生
産
重
要
資
源
で

あ
る
鉄
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で

賄
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ

と
戦
争
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
鉄
不

足
に
陥
り
ま
し
た
。

金
属
回
収
の国

民
運
動
が
始
ま
る

役
場
公
文
書
、
１
９
４
１
年
８
月

日
付
、
静
岡
県
の
総
務
・
学
務
・

経
済
・
土
木
・
警
察
の
各
部
長
連
名

で
、
村
長
宛
て
に
「
第
二
次
官
庁
・

公
共
団
体
資
源
回
収
実
施
に
関
す
る

件
通
牒
」
と
の
要
綱
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
要
綱
に
は
、
「
過
般
第
一
次

回
収
ニ
続
キ
、
官
庁
公
共
団
体
、
他

ニ
率
先
垂
範
ヲ
以
テ
第
二
次
回
収
ヲ

為
サ
ン
ト
ス
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

旧
須
津
村
は
こ
の
回
収
に
協
力
。

国
民
学
校
か
ら
、
「
便
所
く
み
取
り

口
ふ
た

個

㎏
、
垣
鉄
棒
４
本
、

㎏
」
の
報
告
書
が
あ
り
ま
す
。

続
け
て
１
９
４
２
年
に
は
、
官
公
庁

に
次
い
で
、
民
間
金
属
類
特
別
回
収

７お寺の鐘は二度出征

に
取
り
組
む
文
書
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
民
間
を
一
般
家
庭
と
会
社
に
分

け
、
村
長
か
ら
町
内
会
長
・
隣
組
長

に
対
し
、
回
収
物
件
に
つ
い
て
は
、

廃
品
回
収
で
は
な
く
、
原
則
現
用
物

件
献
納
を
基
調
に
取
り
組
む
よ
う
指

示
し
て
い
ま
す
。

隣
組
ま
で
総
動
員
で
回
収
し
た
結

果
、
旧
須
津
村
８
３
７
世
帯
、
５
１

７
貫
７
６
０
匁
も
の
金
属
が
集
ま
り

ま
し
た
（
富
士
郡
地
方
事
務
所
集
計

表
に
よ
る
）
。

一般家庭供出物件

～龍泉山東光寺（中里）の金属回収供出の話

門扉、門柱、柵、広告板、
欄干、手すり、脚立、火鉢、
鉄びん、文鎮、灰皿など

東光寺の現在の梵鐘
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18

お
寺
の
鐘
も
供
出

１
９
４
２
年
６
月
、
県
学
務
部
社

寺
兵
事
課
か
ら
村
長
宛
て
に
「
寺
院
、

教
会
等
ノ
金
属
特
別
回
収
ニ
関
ス
ル

件
」
と
い
う
文
書
が
届
き
、
村
の
寺

院
９
か
所
、
教
会
１
か
所
に
対
し
、

「
譲
渡
申
込
書
」
の
提
出
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。

同
年

月
、
各
寺
院
か
ら
、
申
込

書
が
役
場
に
提
出
さ
れ
、
中
里
の
東

光
寺
（
梵
鐘
、
半
鐘
、
香
炉
、
燭
台
、

鰐
口
）
、
中
里
の
福
聚
院
（
梵
鐘
、

半
鐘
、
鰐
口
、
鉄
柵
）
と
記
入
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
文
書
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、

１
９
４
３
年

月

日
付
、
富
士
地

方
事
務
所
長
か
ら
村
長
宛
て
に
、

「
大
東
亜
戦
争
完
遂
梵
鐘
国
債
化
報

国
運
動
実
施
ノ
件
」
と
い
う
文
書
が

届
き
、
該
当
寺
院
に
指
導
し
ま
し
た
。

１
度
目
の
出
征
は
梵
鐘
現
物
の
供

出
、
２
度
目
は
国
債
購
入
で
軍
費
調

達
に
と
、
２
度
も
供
出
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
国
債
は
、
戦
後
の

イ
ン
フ
レ
で
紙
く
ず
同
然
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
４
月

日
付
、
地
方

事
務
所
長
か
ら
村
長
宛
て
に
、
「
金

属
回
収
ニ
関
ス
ル
功
労
者
顕
彰
ノ

件
」
と
い
う
文
書
で
、
４
月

日
表

彰
式
挙
行
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し

た
。東

光
寺
は
戦
後
、
梵
鐘
を
再
建
す

る
も
、
福
聚
院
は
再
建
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

「
梵
鐘
も
灯
籠
も
み
な
召
さ
れ
し
か

つ
つ
し
み
深
く
山
門
く
ぐ
る
」
（
昭

和
万
葉
集
）

院名 個数 重量 梵鐘代金

東光寺 1個 738kg 65,682円

福聚院 1個 243kg 21,627円

1943年10月８日付 梵鐘代金通知文書

供出した梵鐘・半鐘などの写真 福聚院の梵鐘

鐘の供出（本國寺）

12

10

21
18

29
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8静岡県抑留犠牲者慰霊碑

俺
だ
け
帰
っ
て
す
ま
な
い
。

必
ず
迎
え
に
来
る
か
ら

生
前
、
遺
骨
収
集
活
動
に
熱
心
に

参
加
し
て
い
た
望
月
寅
雄
氏
は
満
蒙

開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
入
隊
し
、
戦

後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
１
９
４
９

年
に
帰
国
し
ま
し
た
。

望
月
氏
は
、
１
９
９
１
年
か
ら
始

ま
っ
た
シ
ベ
リ
ア
遺
骨
収
集
に
「
抑

留
中
亡
く
な
っ
た
同
僚
と
の
約
束
、

『
必
ず
迎
え
に
来
る
』
と
の
約
束
を

果
た
す
た
め
」
と
、
２
０
０
８
年
ま

で
に

回
も
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
平
和
の
た
め
の
富
士
戦

争
展
」
の
実
行
委
員
と
し
て
、
富
士

の
語
り
べ
の
会
代
表
を
務
め
た
橋
口

傑
氏
と
、
毎
年
「
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
」
「
シ
ベ
リ
ア
遺
骨
収
集
」

に
つ
い
て
の
展
示
を
行
い
、
多
く
の

市
民
に
戦
争
の
実
相
を
伝
え
る
活
動

に
従
事
し
た
ほ
か
、
前
述
の
「
平
和

の
礎
」
建
立
の
実
行
委
員
長
の
大
役

も
果
た
し
ま
し
た
。

敗
戦
後
多
く
の
日
本
人
が
ソ
連
軍

に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
や
モ
ン
ゴ
ル
に
連

行
さ
れ
、
極
寒
の
地
で
重
労
働
に
従

事
さ
せ
ら
れ
、
飢
餓
も
あ
い
ま
っ
て

約
６
万
人
の
尊
い
生
命
が
異
国
の
土

と
な
り
ま
し
た
。

静
岡
県
出
身
者
も
２
千
人
近
く
の

人
が
故
郷
に
帰
り
た
い
と
願
い
な
が

ら
亡
く
な
り
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
亡
く
な
っ
た
人

の
遺
族
や
、
抑
留
経
験
者
、
多
く
の

県
民
の
資
金
で
２
０
０
３
年

月
に

慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
慰
霊

碑
は
「
全
世
界
が
丸
く
収
ま
る
よ
う

に
」
と
直
径
１
メ
ー
ト
ル
の
地
球
儀

の
形
に
造
ら
れ
、
土
台
に
「
平
和
の

礎
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
慰
霊
碑

の
前
で
は
、
毎
年

月
に
慰
霊
祭
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

望月寅雄氏シベリアでの焼骨の様子

静岡県抑留犠牲者慰霊碑

（松本）
No.

10

11

11

19

す
ぐ
る
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第二部 戦争の記録



１

富
士
市
出
身
の
兵
士
た
ち
は

ど
こ
で
戦
死
し
た
の
か

圧
倒
的
に
多
い
の
が
中
国
（
「
満

州
」
を
含
む
）
で
、
９
２
６
人
で
す
。

昭
和
の
長
い
戦
争
は
日
中
戦
争
が

中
心
で
し
た
。
次
に
戦
死
者
が
多
い

の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
５
１
４
人
で
、

さ
ら
に
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

１
３
７
人
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、

ボ
ル
ネ
オ
な
ど
（
現
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
の

人
で
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
、
ソ
ロ
モ
ン
な
ど
の
地
域
で

３
２
２
人
、
中
部
太
平
洋
地
域
（
サ

イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
、
マ
ー
シ
ャ
ル
な

ど
）
で
は
３
０
３
人
が
戦
死
し
て
い

ま
す
。

年
戦
争

明
治
維
新
後
の
日
本
は
、
国
の
近

代
化
を
進
め
る
中
で
、
ほ
ぼ

年
ご

と
に
大
き
な
戦
争
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
行
き
つ
い
た
先
が
、

昭
和
の

年
戦
争
で
す
。

１
９
３
１
年
の
満
州
事
変
に
始
ま

る
中
国
へ
の
侵
攻
は
、
１
９
３
７
年

に
は
全
面
的
な
日
中
戦
争
と
な
り
、

現
在
の
富
士
市
域
か
ら
も
多
く
の
若

者
が
兵
士
と
し
て
戦
場
に
動
員
さ
れ
、

３
千
人
を
超
え
る
兵
士
が
戦
死
・
戦

病
死
し
ま
し
た
。

日
中
戦
争
は
１
９
４
１
年
に
ア
メ

リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
の
戦
争
に

拡
大
し
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
）
、

さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
兵
士
と
し
て

遠
い
戦
場
に
か
り
出
さ
れ
、
死
ん
で

い
き
ま
し
た
。

21

富士市の戦没兵士たち
―昭和の15年戦争に見る

満州事変
1931年から1937年

20人

日中戦争
1937年から1941年

327人

アジア・太平洋戦争
1941年から1945年
（戦後を含む）

2,705人

不明 56人

戦没時期と人数（概数）

出征の様子

葬儀の様子

15

15

15

74

10

し
か
し
、
こ
の

年
戦
争

で
ア
ジ
ア
の
国
々
（
中
国
を

は
じ
め
朝
鮮
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
）
で
は
、
日
本
人

の
何
倍
も
の
犠
牲
者
が
出
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

富士市出身兵士の戦没地域と人数



２

義
勇
軍
を
勧
め
た
の
は

義
勇
軍
に
応
募
し
た
の
は
、
多
く

が
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
少
年
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
に
義

勇
軍
参
加
の
決
意
を
さ
せ
た
一
番
の

動
機
づ
け
は
、
学
校
の
先
生
の
指

導
・
勧
誘
で
し
た
。
当
時
、
先
生
は

子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
絶
大
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
３
９
年
３
月
に
富
士
郡
（
現

在
の
富
士
市
、
富
士
宮
市
）
で
全
国

最
初
の
義
勇
軍
の
郷
土
部
隊
「
富
士

小
隊
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
富
士

小
隊
」
の
誕
生
は
富
士
郡
教
育
会
の

教
師
た
ち
が
国
の
政
策
に
則
し
、
取

り
組
ん
だ
「
成
果
」
で
し
た
。
そ
れ

が
翌
年
の
静
岡
県
単
独
の
義
勇
軍
中

隊
（
植
松
中
隊
）
の
編
成
に
つ
な
が

り
、
こ
の
方
式
が
全
国
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

富
士
郡
教
育
会
に
よ
る
「
富
士
小

隊
」
の
編
成
・
送
出
は
、
１
９
３
９

年
か
ら
１
９
４
４
年
ま
で
６
次
に
も

及
び
、
そ
の
送
出
総
数
は
４
４
０
人

と
県
下
最
大
で
し
た
。
教
育
会
は
大

陸
開
拓
の
功
労
団
体
と
し
て
国
か
ら

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

満
州
に
渡
っ
た
少
年
た
ち
は
や
が

て
開
拓
団
員
や
兵
士
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
１
９
４
５
年
８
月
に
ソ
連
軍

が
満
州
に
侵
攻
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
シ
ベ
リ
ア

に
抑
留
さ
れ
た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

元
吉
原
小
学
校
の
「
培
本
舎
」

元
吉
原
小
学
校
に
は
戦
時
中
「
培

本
舎
」
と
呼
ば
れ
る
日
輪
兵
舎
が
あ

り
ま
し
た
。
日
輪
兵
舎
と
は
円
形
の

木
造
２
階
建
て
家
屋
で
、
義
勇
軍
の

内
地
訓
練
所
（
茨
城
県
の
内
原
）
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

培
本
舎
は
、
１
９
４
０
年

月
に

完
成
し
、
富
士
郡
下
の
義
勇
軍
を
志

願
し
た
少
年
た
ち
の
予
備
訓
練
に
使

わ
れ
ま
し
た
。

満
蒙
と
は

満
州
と
内
蒙
古
（
現
在
の
中
国
東

北
部
）
の
こ
と
で
す
。

五
族
協
和
と
王
道
楽
土

満
州
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
「
五
族

協
和
」
と
は
、
漢
、
満
州
、
蒙
古
、

朝
鮮
、
日
本
の
５
つ
の
民
族
が
仲
よ

く
協
力
し
て
い
く
こ
と
、
「
王
道
楽

土
」
と
は
武
力
を
使
わ
ず
王
の
徳
に

よ
っ
て
政
治
が
行
な
わ
れ
る
平
和
な

土
地
を
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
満
州
国
は
日
本

の
操
り
国
家
で
、
日
本
軍
（
当
時
は

関
東
軍
と
呼
ん
だ
）
が
支
配
者
と
し

て
権
力
を
握
り
、
５
つ
の
民
族
も
平

等
で
は
な
く
、
日
本
人
が
主
人
公
と

な
り
他
の
民
族
を
差
別
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
か
ら
の
移
民
の
開
拓
地
は
、

中
国
農
民
の
土
地
を
た
だ
同
然
で
買

い
取
る
か
、
奪
い
取
っ
た
も
の
で
し

た
。

22

満蒙開拓青少年義勇軍
富士小隊

培本舎

富士小隊

富士小隊冊子

ば
い
ほ
ん
し
ゃ12

う
ち
ば
ら



生
活
綴
方
教
育
弾
圧
事
件

富
士
川
尋
常
高
等
小
学
校
の

２
人
の
教
師

戦
時
下
で
起
き
た
生
活
綴
方
教
育

へ
の
弾
圧
は
、
１
９
４
０
年
２
月
の

山
形
県
の
教
師
、
村
山
俊
太
郎
先
生

ら
の
検
挙
に
始
ま
り
、
東
北
地
方
や

北
海
道
、
東
京
、
茨
城
、
新
潟
な
ど

各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

３

23

特高警察による
反戦平和・自由の弾圧

富士地域の弾圧事件

富士地域の特高警察による弾圧年表

検
挙
さ
れ
た
教
師
は
数
百
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
容
は
未
解
明

の
ま
ま
で
す
。
そ
の
最
後
と
な
る
の

が
１
９
４
２
年
の
静
岡
県
で
の

人

の
教
師
た
ち
の
検
挙
で
す
。

１
９
４
２
年
３
月
の
「
特
高
月

報
」
に
、
「
静
岡
県
に
於
け
る
生
活

主
義
教
育
運
動
関
係
者
検
挙
状
況
」

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り

ま
す
。

「
富
士
川
国
民
学
校
訓
導
平
田
秀

夫
外
数
名
の
左
翼
教
員
に
よ
り
て
、

昭
和

年
４
月
頃
よ
り
静
岡
県
綴
方

教
育
研
究
会
を
組
織
し
機
関
紙
『
綴

方
細
胞
』
を
発
行
し
て
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
教
育
運
動
を
展
開
し
つ
つ
あ
り

た
る
を
探
知
し
、
平
田
外
３
名
を
検

挙
せ
り
」
（
概
略
）

平
田
秀
夫
先
生
（
旧
富
士
川
町
出

身
）
は
静
岡
師
範
学
校
卒
業
後
、
教

師
と
し
て
由
比
小
学
校
勤
務
を
経
て
、

１
９
３
５
年
か
ら
富
士
川
尋
常
高
等

小
学
校
（
現
富
士
川
第
一
小
学
校
）

に
勤
め
ま
す
。

綴
方
教
育
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

だ
平
田
先
生
は
、
担
任
と
な
っ
た
ク

ラ
ス
の
文
集
「
ふ
じ
か
は
の
子
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

1931年 満州事変

1937年 日中戦争の全面化

1938年 8月 『東海文学』同人たちの検挙

1941年 12月 アジア・太平洋戦争に拡大

1942年

3月～8月 県下での生活綴方教育への弾圧

3月29日 平田秀夫先生ら4人の教師検挙
5月19日 岩田哲郎先生の検挙
8月10日 芦沢清先生ら7人の教師検挙

1945年
2月 反戦の投書をした女性の検挙

8月15日 敗戦（終戦）

平田秀夫先生

つ
づ
り
か
た

10

12



平
田
先
生
は
師
範
学
校
で
同
期
で

あ
っ
た
岩
田
哲
郎
先
生
や
高
木
幸
奈

先
生
と
、
同
人
誌
『
綴
方
細
胞
』
を

発
刊
。
さ
ら
に
県
内
の
教
師
に
呼
び

か
け
、
静
岡
県
綴
方
教
育
人
連
盟
を

結
成
し
ま
す
。

こ
う
し
た
熱
心
な
教
育
活
動
は
、

戦
争
が
激
化
す
る
中
で
大
が
か
り
な

教
育
弾
圧
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
３
５
年
８
月
、
富
士
川
尋
常

高
等
小
学
校
に
着
任
し
た
芦
沢
清
先

生
は
、
平
田
先
生
の
２
年
後
輩
に
当

た
り
ま
す
。
綴
方
教
育
に
熱
心
な
教

師
で
、
１
９
３
７
年
度
に
担
任
し
た

５
年
生
の
ク
ラ
ス
文
集
「
富
士
川

堤
」
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
の
綴
方

と
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

芦
沢
先
生
は
興
津
国
民
学
校
に
い

た
１
９
４
２
年
８
月
に
、
治
安
維
持

法
違
反
容
疑
で
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
先
生
の
検
挙
は
同
じ
年
の
３

月

日
で
し
た
。
寝
込
み
を
襲
っ
た

特
高
警
察
は
、
本
棚
や
机
、
押
し
入

れ
ば
か
り
か
天
井
裏
、
そ
し
て
畳
を

も
剥
が
し
、
縁
の
下
ま
で
も
家
宅
捜

索
し
た
上
、
平
田
先
生
を
清
水
警
察

署
に
連
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
取
り

調
べ
で
１
年
拘
留
さ
れ
、
そ
の
後
起

訴
。
懲
役
２
年
執
行
猶
予
３
年
の
判

決
を
受
け
、
学
校
は
退
職
と
な
り
ま

し
た
。

平
田
先
生
は
１
９
４
４
年

月
に

は
赤
紙
（
召
集
令
状
）
が
来
て
満
州

へ
と
送
ら
れ
、
翌
年
８
月
、
敗
戦
直

前
に
起
き
た
ソ
連
軍
の
侵
攻
の
中
で

戦
死
し
ま
し
た
。
幼
い
子
ど
も
た
ち

や
妻
と
再
会
す
る
こ
と
も
、
再
び
教

壇
に
立
つ
夢
も
断
た
れ
て
、
異
国
の

土
と
な
り
ま
し
た
。

歳
で
し
た
。

芦沢清「生活の仕方を勉強する綴り方」

「みんながお互に自分の生活を綴方に書き、さうしてお互に読み合ひ、話し合つて、
お互に自分自分の生活をもつとよい生活にまでし上げて行くのだ。いやな事に出合つ
ても、大変なことがあつても、こまることがあつても、それに負けないでつき進んで
行く子になつてくれ。こんな子がほんたうに強い子なのだ」

24

芦沢清先生

『綴方細胞』

『富士川堤』

平田先生の教え子たちによる詩

33
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富
士
の
反
戦
投
書
事
件

１
９
４
３
年
半
ば
頃
か
ら
、
富
士

地
域
の
あ
ち
こ
ち
の
郵
便
ポ
ス
ト
か

ら
反
戦
平
和
を
訴
え
る
手
紙
が
見
つ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東
条
英

機
首
相
や
静
岡
県
知
事
、
愛
国
婦
人

会
長
な
ど
の
有
名
な
人
た
ち
に
宛
て

た
手
紙
で
す
。

「
ど
う
か
一
日
も
早
く
こ
の
戦
争

を
や
め
て
く
だ
さ
い
」
「
戦
争
は
必

ず
日
本
が
負
け
ま
す
」
「
ど
こ
の
国

と
も
仲
よ
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
国
民
の
生
活
が
ど
ん
な
に
苦
し
い

の
か
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
の
で
す

か
」
と
い
っ
た
、
平
和
を
強
く
希
望

す
る
内
容
で
し
た
。

県
警
か
ら
「
早
く
逮
捕
せ
よ
」
と

厳
命
を
受
け
た
吉
原
警
察
署
特
高
課

は
、
必
死
で
捜
査
し
ま
す
が
、
な
か

な
か
被
疑
者
を
突
き
止
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

特
高
警
察
は
１
９
４
５
年
の
２
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
富
士
町
水
戸

島
に
娘
と
住
む

代
の
女
性
を
検
挙

し
ま
し
た
。

彼
女
は
夫
と
長
男
を
病
気
で
亡
く

し
、
残
さ
れ
た
次
男
は
、
召
集
さ
れ

南
方
に
向
か
う
途
中
、
乗
っ
て
い
た

輸
送
船
が
撃
沈
さ
れ
戦
死
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
実
家
の
息
子
た
ち
も

次
々
と
戦
死
し
、
日
本
の
無
謀
な
戦

争
が
続
く
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
よ

う
で
し
た
。

女
性
は
脅
迫
罪
、
不
敬
罪
の
ほ
か
、

言
論
、
出
版
、
集
会
、
結
社
等
臨
時

取
締
法
違
反
で
送
検
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
反
対
・
平
和
な
生
活
を
訴
え
た

一
女
性
の
声
は
、
戦
時
下
で
は
「
社

会
・
人
心
を
撹
乱
す
る
」
行
為
と
し

て
、
特
高
警
察
に
逮
捕
・
弾
圧
さ
れ

ま
し
た
。

「特高月報」に掲載された反戦投書（1944年6月）

「日本婦人国防婦人会長水野ます子宛（外、畑俊六陸軍大将、静岡県知事等に宛てたる
同種のもの五件）の左記投書発見。
会長様
日本の国では米英を侮って、はなれ小島へ兵隊や軍属をやってアメリカを空襲しよう

と思って、反対に皆殺される。輸送船は次から次と沈められ、其の損害は何程でしょう。
本国では空襲が有と言って防空訓練をして国民を恐しがらして、女や子供は何の仕事

も手につかず、其の上一ばん力になる子供は一枚の赤紙で御めしになって、死で来たか
生きてきたかわからない様な所へ、かよわいつまや子供をうちすてて行く兵隊のことも
御かんがへ下さりませ。
今アメリカへ行ってどんなに御金持て来、日本人よかったか奴れいに使たと言っても

金がなければいたしかたないと思ひます。わきの国を撃滅しやう何んて、其な恐しきこ
とは止めて、どこの国とも仲よくしていただきたいと思ひます。
陛下のためならと思うけれど、わきの国が平和にしているのに日本でさわがしていた

では、わるくないでしたか。日本はアメリカを空襲しようなんて、そんなおそろしいこ
とをしやうなんて、もし我国へ空襲されたら、こんな小さな国で又々はなれ小島のやう
に皆殺にされるかと思うと、いきた心ちはないと思ひます云々。」
〔静岡県〕（犯人捜査中）

25

『昭和特高弾圧史５』
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年
戦
争
の
末
期
、
戦
局
の
悪
化

に
よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
が
迫
る

な
か
、
大
都
市
に
住
む
国
民
学
校
初

等
科
（
小
学
校
）
の
子
ど
も
た
ち
を

地
方
に
移
住
さ
せ
る
集
団
疎
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
４
年
８
月
に
は
、
こ
こ
富

士
市
に
も
東
京
か
ら
１
２
０
０
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
集
団
疎
開
し
て

き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
本
土
決
戦
に
備

え
た
軍
隊
配
備
の
た
め
に
、
翌
１
９

４
５
年
６
月
に
は
青
森
県
へ
と
再
疎

開
し
ま
す
。

集
団
疎
開
は
敗
戦
を
挟
み
、
１
９

４
６
年

月
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
の
間
親
元
か
ら
離
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
疎
開
生
活
の
中
で
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
や
空
腹
、
ノ
ミ
・
シ
ラ
ミ
、

い
じ
め
な
ど
に
苦
し
み
ま
し
た
。

４富士への学童集団疎開

中原国民学校
（288人）

実相寺、瑞林寺、一乗寺

京陽国民学校
(約400人)

唯称寺、大運寺、本国寺、延妙寺、妙祥寺

杜松国民学校
(250人)

金正寺、成安寺、常諦寺、延命寺、法源寺

神宮前国民学校
(114人)

永明寺、清岩寺

中幡国民学校
(162人)

円通寺、松雲寺、新豊院 等覚寺

富士市への学童集団疎開

境内で遊ぶ様子
（清岩寺）

鷹岡町国民学校の運動場で 一乗寺の本堂前で

学寮看板
（唯称寺）

26
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５
終
戦
に
よ
り
、
兵
事
関
係
書
類
焼

却
処
分
命
令
を
受
け
た
多
く
の
旧
町

村
役
場
で
は
、
文
書
の
焼
却
処
分
が

行
わ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
失

わ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
富
士
市
内
に
お
い
て
、

旧
須
津
村
や
旧
吉
永
村
役
場
な
ど
で

は
貴
重
な
公
文
書
が
多
数
残
り
、
現

在
で
は
富
士
市
立
中
央
図
書
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
時
中
の
徴
兵
制
度
の
状
況
を
示

す
「
壮
丁
名
簿
」
「
動
員
日
誌
」

「
検
閲
所
見
簿
」
「
令
状
告
知
書

類
」
「
支
那
事
変
関
係
書
類
」
「
入

営
関
係
書
類
」
「
在
郷
軍
人
名
簿
」

「
兵
事
雑
件
綴
」
な
ど
、
ま
た
戦
死

者
の
「
村
葬
綴
」
、
戦
争
傷
者
に
関

係
す
る
「
傷
痍
軍
人
名
簿
」
「
軍
人

遺
家
族
傷
痍
軍
人
関
係
綴
」
、
銃
後

の
社
会
を
支
え
た
「
軍
人
後
援
会
・

銃
後
奉
公
会
綴
」
「
軍
人
墓
地
・
忠

霊
塔
関
係
綴
」
も
あ
り
ま
す
。

戦時中の旧町村役場
兵事関係公文書の存在

須
津
村
最
後
の
兵
事
係

半
田
次
男
氏
の
証
言

旧
須
津
村
に
多
く
の
兵
事
関
係
書

類
を
残
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
戦

後
、
焼
却
命
令
は
あ
っ
た
が
、
『
自

分
の
同
僚
の
戦
友
や
、
戦
死
し
た
者

の
貴
重
な
書
類
を
後
世
に
伝
え
た

い
』
と
い
う
思
い
と
、
当
時
の
村
長

の
『
い
ざ
と
い
う
と
き
は
責
任
を
と

る
』
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
リ
ヤ

カ
ー
で
書
類
を
運
び
出
し
、
自
宅
に

隠
し
た
」
と
い
う
、
当
時
兵
事
係

だ
っ
た
半
田
次
男
氏
の
貴
重
な
証
言

が
あ
り
ま
す
。

27

半田次男氏

須津村・吉永村の公文書 半田氏の押印がある在郷軍人名簿



小
学
校
、
国
民
学
校
の
校
務
日
誌

に
は
、
戦
時
中
に
お
け
る
出
征
兵
士

の
見
送
り
や
留
守
家
庭
へ
の
農
作
業

勤
労
奉
仕
の
状
況
、
学
校
へ
の
機
銃

掃
射
の
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
百
年
誌
や
旧
制

中
学
校
、
女
学
校
の
百
年
誌
な
ど
に

戦
時
中
の
生
徒
た
ち
が
勤
労
動
員
に

参
加
し
た
こ
と
、
軍
事
教
練
の
状
況
、

学
校
自
体
が
軍
需
工
場
化
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
貴
重
な
戦
時
体
験
の
記
録

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

６小学校、国民学校の校務日誌、
各学校の百年誌などの記録

田子浦村国民学校校務日誌 鈴川海岸 塩田作業

28

暗渠排水工事

兵士救命胴衣製造（学校工場）

吉原高校創立100周年記念誌
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17
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15
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13

金
子
大
隊
・
安
部
中
隊
移
動
ノ
タ
メ
出
発

軍
隊
陣
地
構
築
作
業
奉
仕
、
職
員
並
初
五
以
上
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
木
運
搬
作
業

初
六
児
童
土
俵
作
リ

五
・
六
年
生
軍
隊
ノ
フ
キ
皮
ム
キ
奉
仕

高
等
科
女
児
軍
隊
ノ
フ
キ
皮
ム
キ
奉
仕

初
五
以
上
薪
運
搬
奉
仕

初
五
以
上
児
童
小
塚
山
へ
軍
隊
使
用
ノ
薪
運
ヒ
奉
仕
、
学
徒
出
勅
令
書
受
領
ス

金
子
部
隊
ニ
対
シ
慰
問
学
芸
会
ヲ
国
民
学
校
、
女
子
青
少
年
団
合
同
ニ
テ
行
フ

金
子
隊
演
芸
大
会
行
ハ
ル

軍
隊
ノ
フ
キ
皮
ム
キ
ニ
協
力
ス

皇
軍
慰
問
演
劇
団
来
村
、
慰
問
演
芸
、
映
画
行
フ

夜
間
映
画
会
ヲ
催
シ
軍
人
慰
問
ヲ
行
フ

納
部
隊
長
江
口
小
一
郎
大
佐
殿
並
村
長
来
校
ス

教
室
配
置
変
更
、
二
部
教
授
施
行

軍
隊
宿
泊
ノ
件
ニ
ツ
キ
陸
軍
大
尉
土
屋
敦
博
氏
外
二
名
来
校
ス

校
長
納
部
隊
長
期
宿
泊
ノ
件
ニ
ツ
キ
役
場
ヘ
出
頭

1945年松野村国民学校勤労奉仕状況一覧表（校務日誌から抜粋）
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平和のための富士戦争展における実物資料展示

戦争に関する実物資料

戦
争
に
関
す
る

資
料
の
デ
ー
タ
化

核
兵
器
廃
絶
平
和
富
士
市
民
の
会

は
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
品
や
、

会
が
収
集
し
た
約
２
千
点
に
及
ぶ
戦

争
に
関
す
る
実
物
資
料
を
目
録
化
し

て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
人
に
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
デ
ー
タ
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
開
催
す
る
「
平
和
の

た
め
の
富
士
戦
争
展
」
に
お
い
て

テ
ー
マ
を
決
め
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

玩具等 千人針飛行服

紙芝居

【戦争に関する実物資料の概要】

軍服、軍靴、背のう、奉公袋、飯盒、ゲー
トル、勲章、遺書、戦地からの手紙、ハガ
キ、慰問袋、日の丸の寄せ書き、千人針、
出征風景写真、幟旗、軍隊手帳、カルタ、
メンコ、紙飛行機、双六、教科書、絵本、
綴り方、新聞、週刊誌、月刊誌、ポスター、
チラシ



平和を学ぶ講座（座学）平和を学ぶ講座（戦跡見学）

「
平
和
を
学
ぶ
講
座
」

年
の
試
行
錯
誤

戦
争
展
に
向
け
て
作
っ
た
展
示
物

を
継
続
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
、

戦
争
展
か
ら
独
立
し
た
形
で
平
和
講

座
が
２
０
１
１
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

富
士
の
語
り
べ
の
会
が
解
散
し
た

こ
と
を
受
け
、
平
和
講
座
に
お
い
て
、

戦
争
体
験
の
語
り
も
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。過

去
の
戦
争
か
ら
得
た
教
訓
に
学

ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
和

と
戦
争
の
問
題
を
よ
り
広
い
視
野
、

視
点
で
考
え
て
も
ら
い
、
「
こ
れ
か

ら
の
平
和
を
ど
の
よ
う
に
創
り
上
げ

て
い
く
か
」
「
講
師
の
拡
大
、
若
い

人
へ
ど
う
発
信
し
て
い
く
か
」
「
受

講
生
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

ど
う
拡
げ
て
い
く
か
」
と
い
っ
た
試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

30

橋口傑氏

『
富
士
の
語
り
べ
の
会
第
十
集
』

『
富
士
の
語
り
べ
の
会
第
十
集
』

は
、
１
９
８
９
年
９
月
に
、
橋
口
傑

氏
が
代
表
と
な
り
発
足
し
た
「
富
士

の
語
り
べ
の
会
」
が
、

年
に
わ
た

り
聞
き
取
っ
た
、
１
８
０
余
人
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
全
域
に
お
け
る
戦
争

体
験
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
録
し
た
も

の
で
、
２
０
０
８
年
に
書
籍
と
し
て

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
、
こ
の
証
言
者
は
ほ
と
ん
ど

が
他
界
し
、
実
際
に
語
る
こ
と
が
で

き
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
口
氏
は
、
十
集
の
発
行
後
も
富
士

の
語
り
べ
の
会
が
終
了
す
る
ま
で
の

記
録
を
ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
発
行

が
待
た
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年

に
亡
く
な
り
、
未
完
と
な
り
ま
し
た
。

８戦争体験等の記録

『富士の語りべの会

第十集』

すぐる

『平和を学ぶ講座10周年記念誌』

20

15



平
和
の
た
め
の
富
士
戦
争
展

「
平
和
の
た
め
の
富
士
戦
争
展
」
は
、
富
士
市
の
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
か
ら
３
年
後
の
１
９
８
８
年
８
月
に
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
市
役
所
の
市
民
ホ
ー
ル
で
の

開
催
で
し
た
が
、
１
９
９
６
年
か
ら
は
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
展
示

室
に
会
場
を
移
し
、
２
０
２
５
年
で

回
を
数
え
ま
し
た
。

展
示
物
・
ス
ペ
ー
ス
は
県
下
最
大
規
模
で
、
６
日
間
で
小

中
高
生
を
は
じ
め
、
２
千
か
ら
３
千
人
が
来
場
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
富
士
市
民
の
会
に
よ
る
と
、
こ
の
戦
争

展
を
支
え
て
き
た
の
は
、
「
多
く
の
実
行
委
員
の
情
熱
と
努

力
」
「
多
く
の
市
民
か
ら
の
戦
争
資
料
の
寄
贈
」
「
多
く
の

市
民
の
参
観
を
促
す
富
士
市
の
支
援
体
制
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

戦
後

年
が
経
ち
、
戦
争
体
験
を
直
接
語
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
「
戦
争
展
」
も
転
換
の
時

期
を
迎
え
、
新
た
な
取
組
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

平和のための

富士戦争展

〔発 行〕令和８年３月
〔発行元〕富士市総務部シティプロモーション課
〔協 力〕核兵器廃絶平和富士市民の会

富士市行政資料登録番号
Ｒ７ー５９

80

37

富士市ウェブサイト
平和推進のページ
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